








〈緒言〉特発性ネフローゼ症候群(以下ネ症)の治療にステロイド剤(以下ス剤)が広く用い

られるが、その投与法により以降の再発、ス剤反応性に差があるか否かは不明である。そ

こでわれわれは,初期治療として ISKDC(小児国際腎研究班)方式と長期漸減法を比較検討

した。 


